
施策名

施策の概要

施策に関係する内閣の
重要施策(主なもの)

国家戦略上重要な基幹技術の推進

我が国の存立基盤を確圖たる宇宙.航空、"騨羊.極城、更には原子力の研究開発及び利鳥の推進については、産業競争力の強化や経済・社会的課題への対応に加えて、
ものとするものであり、国家戦略上重要な基幹技術として、長期的視野に立って継統的な強化を行う。

「第5期科学技術基本誕画」、「東日本大震災からの復興の基本方針」、
ベーション戦路」、「特定放射性廃棄物の最終処分に開する基本方針'」、
訂」等

施策の予算額・耕子額
(政策評価鯛書に記載寸る類)

予算の状況【千円】
上段:単独施策に係る予算
下段:複数施策に係る予算

平成30年度実施施策に係る政策評価書

区

当初予算

補正予算

442,497,438

ほか復興庁一括計上分
3,515,597

昭9年度

部局名

<0>

ほか復興庁一括計上分くの

研究開発局

邪発企画課

繰越し等

32,415,368

ほか復興庁一括計上分0

「福島復翼再生基本方鎚」、
「エネルギー基本計画」、

<0>

ほか復興庁一括劉・上分<0>

437,398,025

ほか復興庁一括計上分
3,145,235

H30年度

執行額【千円】

△9,176,516

ほか復興庁一括計上分0

<0ト,

ほか復興庁一括計上分く小

・,1'

政策評価
輿施予定時期

<0ト

ほか復興庁一括計上分く小

「科学技術イノベーション総合戦略」、「統合イノ
「「原子力災害からの福島復興の加速に向けて」改

35,3'10,67フ

ほか復興庁一括計上分0

465,736,290

ほか復興庁一括計上分
3,515,597

<0ト

ほか復興庁一括計上分く小

445,054,858

ほか復興庁一括計上分
2,753,226

<0＼

ほか復興庁一括計上分く小

R元年度

(文30-9-5)

令和元年8月

<0、

ほか復興庁一括計上分く小

5,694,595
ほか復興庁一括計上分0

464,647,328

ほか復興庁一括計上分
3,514,612

<0、

厭か復興庁一括計上分く小

<0ト

ほか復興庁一括計上分く小

478,'玲3,237

ほか復興庁一括計上分
3,145,235

耽年度要求額

585〆且7,367

ほか復興庁一括計上分
2,536,878

<0、

ほか復興庁一括計上分く0ト

<0、

ほか復興庁一恬計上ケ入0>

'173,237,766

ほか復興庁一括計上分
3, N4,058
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<0、

ほか復興庁一括創'上分く0ト

分

合

tmiyakawa
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達成目標6

測定指標

航空利学技術にっいて、我が国産業の振興、国際就争力強化に資するため、社会からの要需に
応える研究開発、次世代を堺り開く先進技術の研究開発及び航空産業の持続的発展につながる
基継技術の研究開発を推進する。

①航空科学技術の
研究開発における
連携数 UAXAと企
業等との共同ノ受託
研究数)

基準値

測定指標

@航空科学技術の
研究剥発の成果利
用数(JAXA{呆有の
知的財産休〒許、

技婿情報、プログ
ラム/砦作惚)の姓
与数)

年度ごとの目
標値

H26年度

基準値

5]

H27年度

H26年度

卸{

年度ビとの目
標値

実績値

H28年度

33

H27年度

53

H29年度

40

33

実斌値

H28年度

69

珂標設定の
毒え方・根拠

H30年度

40

39

平成26年8再に徐世代航空科学技術タスクフォースにて取りまと
められた r戦賂的紘世代航空機研究開発ビジョン」に船いて
は、航空桜分野の世界市堪は今後20年で2倍に成長することが見
込まれてぃるとともに、「術51切科学按術越本計画(1瑚議決定
平成部年1月)」において、航空分野の研究開発は国家職略上重
要な科学技術として位置づけられ,ているため。

H29年度

63

目標値

毎年度

10

40

53

H30年度

40/午

判定

10

測定指標の選定理由及ぴ目標値(水準・目標年度)
の設定の根拠

54

目標値

毎年度

【目標の設定根拠】
航空科学技術分野の研究朋窕に粉いて、民問企業排
での成果の活用を促し、創出される成果による我が
国産業の振興、国際競争力強化に資tるため、 JAXA
中長捌計画佃25・H29,"30一即7)姉左踏まえて股
定。
【出典】
JAXA訓べ

A

10

10/年

判定
測定指標の選定理史及び目標値(水地・目標年度)

の設定の根拠

1目標の設定根拠】
航空科学技術分野の研究開発において、民問企業等
での成果の活用を促し、劇出される成果による我が
国産業の振興、圃際鱗争力弥化に資するため、JAXA
中長抑玲十圃網蕊・H29,n30一即7)を踏まえて設定。
【出典】
弘XA潤べ

S
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測定指標
基準

③航空分野の技術
の国内外の標難
化、基池の高座化
への貫献

1他8年度

・国際民問航空機関 UCAの
において超音速機の騒音技術
の進捗に関する資料の作成や
ソニックプーム基池に用いる
評価指標の検討等に貢献し
た。

・複合材試験評価技術に関
し、日本工業規格 UIS)及び
国際標準化機構(玲のに規
・標準の提案を行うなど、
国内外の標準化・基鞁化に貢
献した。

実績

^

H29年度

・国際民問航空機関(1CAの
における超音速機の騒音基雄策
定において、鄭断剖塞騒音推算
ツールを策定メンバー問で相互
検証を行うなど、基世策定検討
に貢献した。
・複合材試験評価技術に関し、
日本工業規格 U玲)及び国際
標準化機拙(玲のに提案した
規格が制定されるなど、国内外
の標準化・基雛化に貢献。

H30年度

・低ソニニック

プーム設計機体
騒音低減量評価
を行うなゼ、国
際民問航宰機駕
(1CAO)の基難
縦定検討に貢献
した。
・複合材試験評
価技術に関し、
国際標地化機榊
(1SO)に提案し
た規格が制定さ
れるなど、国外

の標地化・基雛
化に貫献した。
・航空機携載型
晴天乱気流装置
に関し、国内
メーカの海外で

の標地化活動を
支援した。

目標
毎年度

判定

公正中立な立

場から航空分
野の技術の標

準化、基池の
高度地等に貢
献する取組を
菰極的に行
つ。

測定指標の選定理由及ぴ目標値(水峯
の設定の根拠

、

【目標の設定根拠】
航空科学技術分野において、国際難争力強化の観淑
から、産業界と連携した迅速かつ的硴な国際標地化
城略が靈要であるため、 JAXA中朔計画(H25-
ヨ29,H30・即力を晧まえて設定。
【出,U
JAXA拠務実績抹報告帯等

A

目糠年度)
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